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●アンケートには、お子様の保護者の方がご記入ください。 

●数字で時間を記入いただく際は、24時間制でご記入ください。例：午後５時→17時 

●令和６年３⽉４日(月)までにご回答ください。  

回答にあたって 

湖⻄市の子ども・子育て支援に関するアンケート調査 

【調査ご協⼒のお願い】 

この調査は、市のこども政策の基本となる「湖⻄市こども計画」策定のため、湖⻄市にお住まい

の、小学生のお子様をお持ちの保護者の方にご協力をお願いするものです。ご回答いただいた調査

内容は、市や国・県の子ども・子育て施策の検討にのみ利用させていただきますので、回答者個

人が特定されたり、他の目的に利用することは一切ございません。 

つきましては、ご多用のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいま

すようお願い申し上げます。 

2024年2月 

湖⻄市⻑ 影山 剛士 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

回答は、オンラインフォームのご利用がおススメ！ 
スマートフォンやタブレット端末から右の二次元コード読み取りで 

すぐに回答できます。                               ▶▶▶ 

 WEB 用 URL  https://logoform.jp/form/oU27/468700 

調査票では次にどの問いに答えるのか、若干複雑な部分もありますが 

オンラインフォームなら、自動的に次の問いに進むので簡単です。 

Você também pode responder a pesquisa em português⤴ 

 

   

   

 

  

 

 

このアンケート調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

湖⻄市 こども未来部 こども政策課 

電話：053-576-1813（直通） Mail：kosodate@city.kosai.lg.jp 

幼稚園、保育園 
認定こども園 

調査票を送付 

回答 

アンケート調査等により、 

教育・保育に関するサービスの 

利用状況や利用希望等を把握 

湖西市子ども・子育て会議等 湖西市 

調査等によって把握

されたニーズを考慮

して、計画を策定 

子育て家庭 

放課後児童クラブ、 

地域子育て支援拠点事業、

一時預かり 

 等 

湖西市こども計画（５か年計画） 

幼児期の教育・保育や地域の子育て支援事業

に関すること 

・需要と共有の見込み量や確保方法を記載 

その他、市のこども施策全般について記載 

あなたの声が、湖⻄市の子ども・子育て政策をつくります︕ 

小規模保育、 
家庭的保育等 

計画に基づいて整備 
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複数小学生がいらっしゃる家庭では、いずれかのお子様をおひとり決めていただき、 
アンケート全体を通してそのお子様についてお答えください。回答は 1 回のみで結構です。 

 
 
 

１．お住まいの地域についてうかがいます 

 

問１ お住まいの小学校区はどちらですか。（○は１つ） 

１．鷲津小学校区 ２．白須賀小学校区 ３．東小学校区 

４．岡崎小学校区 ５．知波田小学校区 ６．新居小学校区 

７．わからない（地区名をご記入ください：      ） 

 

 

２．お子様ご家族の状況についてうかがいます 

 

問２ お子様の小学校の在籍学年を数字でご記入ください。 

 

 

問３ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。（○は１つ） 

１．母親 ２．父親 ３．その他（    ） 

 

問４ この調査票に回答いただいている方に配偶者はいますか。（○は１つ） 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない 

 

問５ お子様の子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。（○は１つ） 

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親 

４．主に祖父母 ５．その他（      ） 

 
問６ お子様と同居し、生計を同一にしているご家族の人数（お子様を含む）を教えてください。

単身赴任中の方も含めてください。（数字を記入） 

 

                人 

 

問７ あなたのご家族のうち、現在単身赴任中の方はいらっしゃいますか。（○は１つ） 

１．お子様の父親が単身赴任中 ２．お子様の母親が単身赴任中 

３．単身赴任中の人はいない ４．その他（     ） 
  

    年生 
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※収⼊とは、勤労収⼊（パート・アルバイトを含む）、事業所得（⾃営業等）、農業所得、不動産所得、利⼦・配当⾦、

公的年⾦、その他の社会保障給付⾦（⽣活保護、児童⼿当、児童扶養⼿当、特別児童扶養⼿当）、個⼈年⾦、出稼ぎ

などによる別居親族からの仕送りなど、すべてを含めた⾦額です。 

※世帯が⽣活するための収⼊として、お⽗さんやお⺟さんの勤労収⼊、おじいさん・おばあさんの年⾦など、複数の

収入源がある世帯は、すべての方の収入のおおよその合計額を教えてください。 

※⼿取り額とは、所得税・住⺠税などの税額、健康保険料や年⾦保険料・介護保険料を⽀払った後の⾦額になります。 

※社内貯⾦や住宅ローンなど、給与から天引きされる貯蓄・借⾦等がある場合には、天引き前の⾦額になります。 

問８ 前年の、あなたの世帯の全員の収入を合わせた「年間の世帯収入（年間のボーナス含む手取
り額）」を教えてください。（〇は１つ） 

※単身赴任や進学などで一時的に別居している方の収入も合わせた額でお答えください。 

 

             －             ＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

世帯収入（合算値） ※世帯全体の年間、ボーナス含む手取り額 

１．収入はない ２．50万円未満 ３．50～100万円未満 ４．100～150万円未満 

５．150～200万円未満 ６．200～250万円未満 ７．250～300万円未満 ８．300～350万円未満 

９．350～400万円未満 10．400～500万円未満 11．500～600万円未満 12．600～700万円未満 

13．700～800万円未満 14．800～900万円未満 15．900～1,000万円未満 16．1,000万円以上 

17.わからない    

 

問９ 日頃、お子様を預けられる親族・知人はいますか。（○はいくつでも） 

１．日常的に祖父母等の親族に預けられる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預けられる 

３．日常的にこどもを預けられる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際にはこどもを預けられる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 

 

問10 お子様の子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。（○
はいくつでも） 

１．配偶者（事実婚を含む） ２．父母・きょうだい等の親族 

３．友人や知人 ４．近所の人 

５．インターネット（子育て支援サイトやＳＮＳ、ＬＩＮＥ等） 

６．子育て支援施設（地域子育て支援センター等） ７．静岡県西部健康福祉センター 

８．学校 ９．民生委員・児童委員 

10．かかりつけの医師 11．市の子育て関連担当窓口 

12．相談できる人はいない 13．その他（      ）  
  

世帯全員のすべて 

の収入の合計 

税 

（所得税・住⺠税など） 

世帯収入 

（手取り額） 
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問11 子育てのノウハウに関する情報は、どこから入手することが多いですか。（最も入手頻度が
高く、信頼している入手先３つに〇） 

１．自分の親 ２．配偶者の親 

３．自分のきょうだい ４．配偶者のきょうだい 

５．友人や知人 ６．専門家のＳＮＳや動画サイト等 

７．著名人のＳＮＳや動画サイト等 ８．一般人のＳＮＳや動画サイト等 

９．企業等が運営する子育て情報サイト等 10．子育て情報誌 

11．所属しているサークル・グループなど 12．行政等の相談窓口 

13．その他（          ） 

 

 

３．保護者の就労についてうかがいます 

 
 

 
 

問12 保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。（○は１つ） 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、 

産休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、 

産休・育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

問12で「１」～「４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

問13 以下の（１）、（２）の設問にお答えください。 

（１）１週当たりの就労日数、１日当たりの就労時間（残業時間を含む）を数字でご記入ください。

日数や時間が一定でない場合は、最も多いパターンで、産休・育休・介護休業の方は、休業
に入る前の状況についてお答えください。 

１週当たり    日 １日当たり    時間 

（２）家を出る時刻と帰宅時刻について、数字でご記入ください。時間が一定でない場合は、最も

多いパターンで、産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えくだ
さい。 

※時間（時刻）をご記入いただく場合は、24時間制でご記入ください。 

家を出る時刻    時頃 帰宅時刻    時頃 

  

⺟親についてうかがいます ※父子家庭の場合は記載不要です。⇒問17へ 

⇒問13へ 

⇒問16へ 



5 

問12で「３」または「４」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

問14 フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ） 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、 
実現できる見込みがある 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、 
実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい 

 

問12で「１」または「３」（就労しており、産休、育休、介護休業中ではない）に○をつけた方にう

かがいます。 

問15 あなたの生活の中で、「仕事」「家庭生活」「個人の生活」について、優先させたいものの希
望と現実を教えてください。（Ａ、Ｂについてそれぞれ○は１つ） 

※「個人の生活」とは、社会活動、学習、趣味、付き合いなどを指しています。 

 �
仕
事
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を
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生
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を
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Ａ 希望の生活 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

Ｂ 現実の生活 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

 

問12で「５」または「６」（就労していない）に○をつけた方にうかがいます。 

問16 就労したいという希望はありますか。 

   （あてはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけて、該当する選択肢には数字で記入） 

１．子育てや家事などに専念したい（働く予定はない） 

２．時期は未定だが、状況が整ったら働きたい 

３．１年より先、一番下のこどもが    歳になったころに働きたい 

４．すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい 

→「２」～「４」に○を 

つけた方 

希望する就労形態 

ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイト等（「ア．」以外） 
→１週当たり    日／１日当たり    時間 
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問17 保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。（○は１つ） 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、 

育休・介護休業中ではない 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、 

育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、 

育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 

育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

問17で「１」～「４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

問18 以下の（１）、（２）の設問にお答えください。 

（１）１週当たりの就労日数、１日当たりの就労時間（残業時間を含む）を数字でご記入ください。

日数や時間が一定でない場合は、最も多いパターンで、育休・介護休業の方は、休業に入る

前の状況についてお答えください。 

１週当たり    日 １日当たり    時間 

（２）家を出る時刻と帰宅時刻について、数字でご記入ください。時間が一定でない場合は、最も

多いパターンで、育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

※時間（時刻）をご記入いただく場合は、24時間制でご記入ください。 

家を出る時刻    時頃 帰宅時刻    時頃 

 

問17で「３」または「４」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

問19 フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ） 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、 
実現できる見込みがある 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、 
実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい 

  

父親についてうかがいます ※⺟⼦家庭の場合は記載不要です。⇒問22へ 

⇒問21へ 

⇒問18へ 
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問17で「１」または「３」（就労しており、育休、介護休業中ではない）に○をつけた方にうかがい

ます。 

問20 あなたの生活の中で、「仕事」「家庭生活」「個人の生活」について、優先させたいものの希
望と現実を教えてください。（Ａ、Ｂについてそれぞれ○は１つ） 

※「個人の生活」とは、社会活動、学習、趣味、付き合いなどを指しています。 

 �
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Ａ 希望の生活 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

Ｂ 現実の生活 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

問17で「５」または「６」（就労していない）に○をつけた方にうかがいます。 

問21 就労したいという希望はありますか。 
（あてはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけて、該当する選択肢には数字で記入） 

１．子育てや家事などに専念したい（働く予定はない） 

２．時期は未定だが、状況が整ったら働きたい 

３．１年より先、一番下のこどもが    歳になったころに働きたい 

４．すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい 

→「２」～「４」に○を 

つけた方 

希望する就労形態 

ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイト等（「ア．」以外） 
→１週当たり    日／１日当たり    時間 
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４．お子様の病気の際の対応についてうかがいます 

 
問22 この１年間に、お子様が病気やケガで学校を休まざるを得なかったことはありますか。（○

は１つ） 

１．あった  ⇒問23へ ２．なかった  ⇒問25へ 

 

問22で「１．あった」に○をつけた方にうかがいます。 

問23 お子様が病気やけがで学校へ登校できなかった場合に、この１年間に行った対処方法はどの
ようなことですか。半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。（○はいくつで
も。日数を数字で記入） 

１年間の対処方法 日数 

１．父親が仕事を休んだ     日 

２．母親が仕事を休んだ     日 

３．（同居者を含む）親族・知人にこどもをみてもらった     日 

４．父親または母親のうち就労していない方がこどもをみた     日 

５．病児・病後児保育を利用した     日 

６．ファミリー・サポート・センター※を利用した     日 

７．仕方なくこどもだけで留守番をさせた     日 

８．その他（      ）     日 

※ファミリー・サポート・センター…こどもを預かる等⼦育てを助け合う住⺠会員組織 

 

問23で「１．父親が仕事を休んだ」または「２．母親が仕事を休んだ」に○をつけた方にうかがい

ます。 

問24 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。（あ
てはまる番号１つに○をつけて、該当する選択肢には日数についても数字で記入） 

※病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が
必要となります。 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい  年間日数    日 

２．利用したいとは思わない 

 

すべての方にうかがいます。 

問25 お子様が病気やけがで学校を休まざるを得ない場合、あなたが最も望む対処方法はどの方法
ですか。（○は１つ） 

※病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が
必要となります。 

１．父親が仕事を休む 

２．母親が仕事を休む 

３．（同居者を含む）親族・知人にこどもをみてもらう 

４．病児・病後児保育施設を利用する 

５．ファミリー・サポート・センターを利用する 

６．その他（        ） 

  

⇒問24へ 

⇒問25へ 

⇒問26へ 

⇒問27へ 
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問25で「１．父親が仕事を休む」または「２．母親が仕事を休む」に○をつけた方にうかがいます。 

問26 あなたが選択した方（父親または⺟親）が急に仕事を休む難易度はどのくらいですか。（○
は１つ） 

１．比較的自由に休める 

２．自分の仕事のみ調整すれば休める 

３．他の従業員等との調整がつけば休める 

４．職場全体の状況が整わないと休めない 

５．基本的に急には休めない 

 
 

５．お子様の放課後の過ごし方についてうかがいます 

 

問27 お子様は、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしていますか。（○
はいくつでも。週の利用日数及び「放課後児童クラブ」の場合には利用している時間を数字
で記入） 

※時間（時刻）をご記入いただく場合は、24時間制でご記入ください。 

過ごさせたい場所 日数 

１．自宅 週    日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週    日くらい 

３．習い事（音楽教室、スポーツクラブ、学習塾等） 週    日くらい 

４．放課後児童クラブ（学童保育）※１ 週    日くらい 

 ⇒下校時から    時まで 

５．放課後子ども教室※２ 週    日くらい 

６．放課後等デイサービス※３ 週    日くらい 

７．ファミリー・サポート・センター※４ 週    日くらい 

８．図書館、地域センターなどの社会教育施設 週    日くらい 

９．その他（公園等） 週    日くらい 

※１ 放課後児童クラブ…地域によって学童保育などと呼ばれています。保護者が就労等により昼間家
庭にいない場合などに、指導員の下、こどもの生活の場を提供するものです。
事業の利用には、一定の利用料が発生します。 

※２ 放課後子ども教室…地域の⽅々の協⼒を得て、放課後や週末に⼩学校や公⺠館で学習・スポーツ・
文化芸術活動などを体験する取組で、湖⻄市では「わくわく⼦ども教室」「⽔
曜チャレンジひろば」の名称で開催されています。保護者の就労の有無に関
わらず、すべての小学生が利用できます。 

※３ 放課後等デイサービス…障がいのある児童を対象に、生活能力の向上のために必要な訓練、社会
との交流の促進その他必要な支援を行う事業です。 

※４ ファミリー・サポート・センター…こどもを預かる等⼦育てを助け合う住⺠会員組織です。 
 

各サービスについて下記で詳しく紹介しています。 

放課後 

児童クラブ 

放課後 

こども教室 

ファミリー 

サポート 

センター 
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問２でお子様が現在１～２年生と答えた方にうかがいます。 

問28 お子様について、小学校低学年（３年生まで）の間、放課後（平日の小学校終了後）の時間
をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（○はいくつでも。週の利用日数及び「放
課後児童クラブ」の場合には利用を希望する時間は数字で記入） 

※時間（時刻）をご記入いただく場合は、24時間制でご記入ください。 

※事業の利用には、一定の利用料が発生します。 

過ごさせたい場所 日数 

１．自宅 週    日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週    日くらい 

３．習い事（音楽教室、スポーツクラブ、学習塾等） 週    日くらい 

４．放課後児童クラブ（学童保育） 週    日くらい 

 ⇒下校時から    時まで 

５．放課後子ども教室 週    日くらい 

６．放課後等デイサービス 週    日くらい 

７．ファミリー・サポート・センター 週    日くらい 

８．図書館、地域センターなどの社会教育施設 週    日くらい 

９．児童館※５等、こどもがひとりで予約なく自由に 

出入り可能な「居場所」施設 
週    日くらい 

10．その他（公園等） 週    日くらい 

※５ 児童館…地域において児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、または情操を豊かにする

ことを目的とする児童福祉施設です。（湖⻄市内設置なし） 

 

問２でお子様が現在１～３年生と答えた方にうかがいます。 

問29 お⼦様について、⼩学校⾼学年（４〜６年⽣）になったら、放課後（平⽇の⼩学校終了後）
の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（○はいくつでも。週の利用日数及
び時間は数字で記入） 

※時間（時刻）をご記入いただく場合は、24時間制でご記入ください。 

※事業の利用には、一定の利用料が発生します。 

過ごさせたい場所 日数 

１．自宅 週    日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週    日くらい 

３．習い事（音楽教室、スポーツクラブ、学習塾等） 週    日くらい 

４．放課後児童クラブ（学童保育） 週    日くらい 

 ⇒下校時から    時まで 

５．放課後子ども教室 週    日くらい 

６．放課後等デイサービス 週    日くらい 

７．ファミリー・サポート・センター 週    日くらい 

８．図書館、地域センターなどの社会教育施設 週    日くらい 

９．児童館等、こどもがひとりで予約なく自由に 

出入り可能な「居場所」施設 
週    日くらい 

10．その他（公園等） 週    日くらい 
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問２でお子様が現在「４～５年生」と答えた方にうかがいます。 

問30 お子様について、小学校６年生までの間、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのよう
な場所で過ごさせたいと思いますか。（○はいくつでも。週の利用日数及び時間は数字で記
入） 

※時間（時刻）をご記入いただく場合は、24時間制でご記入ください。 

※事業の利用には、一定の利用料が発生します。 

過ごさせたい場所 日数 

１．自宅 週    日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週    日くらい 

３．習い事（音楽教室、スポーツクラブ、学習塾等） 週    日くらい 

４．放課後児童クラブ（学童保育） 週    日くらい 

 ⇒下校時から    時まで 

５．放課後子ども教室 週    日くらい 

６．放課後等デイサービス 週    日くらい 

７．ファミリー・サポート・センター 週    日くらい 

８．図書館、地域センターなどの社会教育施設 週    日くらい 

９．児童館等、こどもがひとりで予約なく自由に 

出入り可能な「居場所」施設 
週    日くらい 

10．その他（公園等） 週    日くらい 

 

 

問27～問30のいずれかで「４．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけた方にうかがいます。 

問31 放課後児童クラブを利用したい理由は何ですか。（○はいくつでも） 

お子様の身の回りの世話をしている方が 

１．現在就労しているから 

２．就労予定がある・求職中であるから 

３．家族・親族などを介護しなければならないから 

４．病気や障がいをもっているから 

５．学生であるから 

６．その他（          ） 

 

問32 放課後児童クラブに今後希望することは何ですか。（○はいくつでも） 

１．利用時間を延長してほしい ２．利用できる学年を延長してほしい 

３．日曜日・祝日も開いてほしい ４．施設を整備してほしい 

５．指導内容を工夫してほしい ６．費用負担を安くしてほしい 

７．長期休暇のみの利用を拡大してほしい ８．現在のままでよい  

９．その他（    ）  
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問27～問30のいずれにも「４．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけていない方にうかがいま

す。 

問33 放課後児童クラブの利用をしていない、または利用を希望しない理由は何ですか。（○はい
くつでも） 

お子様の身の回りの世話をしている方が 

１．現在就労していないから 

２．就労しているが、放課後児童クラブを知らなかったから 

３．就労しているが、放課後児童クラブに空きがないから 

４．就労しているが、放課後児童クラブの開設時間が短いから 

５．就労しているが、利用料が高いから 

６．就労しているが、こどもは習い事をしているから 

７．就労しているが、短時間ならば、こどもだけでも大丈夫だと思うから 

８．就労しているが、土日祝日のみの受入れをしていないから 

９．就労しているが、長期休暇のみの受入れをしていないから 

10．その他（          ） 

 

問34 お子様について、現在利用している、していないに関わらず、土曜日や日曜日・祝日、⻑期
休暇期間中に、放課後児童クラブを利用したいと思いますか。（○は１つずつ。希望がある
場合は、利用したい時間帯を数字で記入） 

※時間（時刻）をご記入いただく場合は、24時間制でご記入ください。 

※事業の利用には、一定の利用料が発生します。 

（１）土曜日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい     時～    時 

３．利用する必要はない  

（２）日曜日・祝日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい     時～    時 

３．利用する必要はない  

（３）⻑期休暇期間中（夏休み・冬休みなど） 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい     時～    時 

３．利用する必要はない  
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６．「こどもの貧困」についてうかがいます 

 

 

 

 

 

 

 

 

問35 あなたは湖⻄市で「こどもの貧困」に関する問題が⽣じていると感じますか。 

（○は１つ） 

１．多く生じていると感じる 

２．わずかではあるが生じていると感じる 

３．生じていないと感じる 

 

問35で「１．多く生じていると感じる」または「２．わずかではあるが生じていると感じる」に○

をつけた方にうかがいます。 

問36 湖⻄市で⽣じている「こどもの貧困」問題に対して、どのような支援が必要だと思いますか。
（〇は３つまで） 

１．衣食住などの生活・福祉の支援 

２．学校や学習習慣など教育の支援 

３．家庭での過ごし方や親子関係などの子育ての支援 

４．友人関係の構築やコミュニケーションへの支援 

５．家計や所得などに関する経済の支援 

６．居場所や見守りなどの地域の支援 

７．わからない 

８．その他（          ） 

 

 

＜こどもの貧困＞ 

主に経済的な困窮により、教育の機会が十分に得られなかったり、健全に育つための環境が整わなかったり

する状態のことを指します。また、「貧困」には経済的な側面だけでなく、教育や情報へのアクセス、保健医

療、住環境、文化活動やレクリエーションなどにおける機会の格差も含まれると考えるべきです。 
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７．子育てに関する市の施策等についてうかがいます 

 

問37 湖⻄市における子育ての環境や支援への満足度についてお答えください。 

（○は１つ） 

満足度が低い                           満足度が高い 

１       ２       ３       ４       ５ 

【理由】 

 

問38 子育てについて、日ごろ悩んでいることや不安に思っていることはどのようなことですか。
（○はいくつでも）  

※⺟親、⽗親それぞれについてお答えください。（ひとり親世帯は該当する⽅のみお答えください。） 

母親 父親 

１．こどもの病気や体の成長に関すること １．こどもの病気や体の成長に関すること 

２．こどもの発達に関すること ２．こどもの発達に関すること 

３．こどもとの接し方に自信が持てない ３．こどもとの接し方に自信が持てない 

４．こどもとの時間を十分にとれない ４．こどもとの時間を十分にとれない 

５．子育てにかかる費用が大きな負担に 

なっている 

５．子育てにかかる費用が大きな負担に 

なっている 

６．こどもの教育に関すること ６．こどもの教育に関すること 

７．友達付き合い（いじめ、友だちの人数など）
に関すること 

７．友達付き合い（いじめ、友だちの人数など）
に関すること 

８．保護者同士の関係に関すること ８．保護者同士の関係に関すること 

９．住宅の間取り等が悪く、家事や育児が 

しにくい 

９．住宅の間取り等が悪く、家事や育児が 

しにくい 

10．子育てに追われて掃除・片付けなどの 

家事が追い付かない 

10．子育てに追われて掃除・片付けなどの 

家事が追い付かない 

11．こどもの一時的な預け先が見つからない 11．こどもの一時的な預け先が見つからない 

12．ひとりや夫婦だけになって、 

リフレッシュできる時間が持てない 

12．ひとりや夫婦だけになって、 

リフレッシュできる時間が持てない 

13．こどもを連れて遊べる（出かけられる） 

適当な場所がない・わからない 

13．こどもを連れて遊べる（出かけられる） 

適当な場所がない・わからない 

14．子育ての悩みを共有できる相談相手が 

いない 

14．子育ての悩みを共有できる相談相手が 

いない 

15．配偶者との家事・子育ての負担割合が 

適切でない 

15．配偶者との家事・子育ての負担割合が 

適切でない 

16．特になし  16．特になし 

17．その他（     ） 17．その他（     ） 
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問39 日頃の悩みや困りごと等をふまえて、特に行政にしてほしい子育て支援がありましたらお聞
かせください。（（１）〜（５）についてそれぞれ○はいくつでも） 

※今後の希望または経験をふまえてお答えください。 

（１）子育て家庭の就労環境について 

１．事業所における子育ての理解促進の啓発 

２．出産後の就労支援の充実 

３．育児休業の取得援助 

（２）子育ての経済的負担について 

１．保育料・教育費の軽減 ２．多子世帯への支援制度の充実 

３．妊娠・出産にかかる経済的援助 ４．こどもの医療費助成の拡充 

５．多胎児家庭支援の充実 ６．ひとり親家庭支援の充実 

７．不妊治療費等助成制度の拡充 ８．高等教育への修学支援の充実 

（３）小学校等に関することについて 

１．放課後児童クラブ（学童）の充実 ２．ＩＣＴ教育の充実 

３．病児・病後児デイケア事業の充実 ４．教職員の増員・質の向上 

５．不登校児の支援 ６．いじめの防止・対策 

７．障がい児教育の充実 ８．校内活動の情報発信の充実 

９．給食の充実 10．キャリア教育の充実 

11．国際理解教育の推進  

（４）その他の子育て支援サービスについて 

１．子育て支援サービスの情報案内の充実 ２．子育て家庭の交流機会の充実 

３．子育て支援団体等への支援拡充 ４．学校外の体験・学びの場の提供・活動支援 

５．相談事業の充実 ６．健診・予防接種等保健サービスの充実 

７．働いていない保護者のいる家庭への支援の充実 

８．居宅養育支援の充実 ９．児童の虐待対応・相談の拡充 

（５）子育て環境について 

１．子育て支援施設の拡充 

２．児童公園等こどもの遊び場の充実 

３．居住・住宅環境（道路環境を含める）の改善 

４．子育てに対する地域社会の理解の向上 

５．公共交通機関の充実 

６．市内で出産できる産科等の誘致 

７．小児科等医療機関の充実（医療機関数、夜間診療体制など） 
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最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、自由に
ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協⼒、ありがとうございました。 

調査票に回答を記入した場合は 

切⼿を貼らずに同封の封筒に⼊れ、３月４日（月）までに 

ポストへご投函ください。 

 

湖⻄市の⼦育てに関する情報はこちらで 

ご紹介しています。      ▶▶▶ 


